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【目的】消費者による安全で効果的な OTC 医薬品の使用のために、薬剤師が情

報提供及び服薬指導の際に必要とする情報を調査した。 

【方法】病院勤務の薬剤師及び薬局勤務の薬剤師を対象として、2014 年 8 月に

アンケート調査を実施した。調査内容は、回答者基本情報及び消費者及び患者か

ら相談を受けることの多い OTC 医薬品とその内容、病院に持参されることの多い

OTC 医薬品、持参薬について調べることが多い内容、OTC 医薬品ついて調べた際に

困ったこと、OTC 医薬品の添付文書に不足している情報等について、選択方式と一

部記述方式を用いて回答を得た。 

【結果】病院薬剤師 29 名、薬局薬剤師 30 名から回答を得た。OTC 医薬品につい

て調べた際に困ったこととしては、薬剤の識別が困難であったことや、医療用医

薬品との併用が可能であるか不明であったこと等の意見が得られた。医療関係者

の視点から、OTC 医薬品の添付文書に記載されている情報量が適当であると思うか、

という質問に対し「適切」と回答した者は、病院薬剤師で 69.0%、薬局薬剤師で

50.0%であり、「不足」、「やや不足」と答えた者はどちらも約 3割であった。OTC 医

薬品の添付文書において不足している情報としては、相互作用や体内動態、副作

用の症状の詳細、なぜしてはいけないのか等の記載根拠等の意見が得られた。 

【考察】病院薬剤師、薬局薬剤師共に、OTC 医薬品の添付文書の情報量は適当で

あると認識している者が多数であったが、一方で、相互作用や体内動態、副作用

の詳細、各項目の記載根拠等について情報が不足していると認識されていること

が明らかとなった。薬剤師が消費者に情報提供や服薬指導をする上で、これらの

情報を充実させた情報媒体が求められていると考えられる。 


